






















 参考資料  
獣医核医学に関する補足 

 
１．海外の現状 

欧米（米国、カナダ、ＥＣ諸国）、豪州、ニュージーランド等・・・ウマ、 

イヌ、ネコ、エキゾチックアニマル、野生動物等の核医学全般。 

アジア（シンガポール，香港、ドバイ）・・・競走馬の骨シンチグラフィ 

 

２．獣医療における核医学に関するガイドライン等の準備状況 

１）現在までの活動状況等 

2000年に「獣医放射線学教育研究会」を組織：安全で適切な利用の啓蒙教育。 
2002 年 6 月に（社）日本アイソトープ協会の学術組織ライフサイエンス部会に
「獣医核医学専門委員会」を設置：ガイドライン等の検討 
2004年 12月に日本学術会議から対外報告「獣医療における核医学利用の推進に
ついて」が出された。 
 ２）ガイドライン等の準備状況 
獣医療関係者等の意識調査の実施、有用性の検討、安全性の検討、規制の検討 
ガイドライン等の策定（実施ガイドライン、施設の行為基準、安全規定等の案） 
 

３．獣医療で利用されると思われる放射性同位元素 

 １）シンチグラフィ等による検査 

Tc-99m （半減期 6時間） これが最も多用されると思われる。 

F-18 （半減期 2時間）  ＰＥＴ診断。 

I-123 (半減期 13 時間)  甲状腺シンチグラフィ。 

 

２）内用療法 

I-131  (半減期 8日)   甲状腺機能亢進症、甲状腺癌の治療。 

 

 ３）密封小線源治療 

Ir-192 (半減期 74 日)  体内に挿入し照射。 

 

４．放射性同位元素(RI)を投与された動物からの被ばく線量評価 

 RI は物理的な減衰と代謝による減衰によって最終的には消滅する。 

 小動物(1kg～20kg)について行われた評価では、代謝を考慮しなくても、F-18 では

投与後 6時間以上、Tc-99m では 24 時間以上経過すれば安全性に問題がないことが分

かっている。実際に安全性を確保するための方法については、検討する必要がある。 

 

（文責：伊藤伸彦） 


